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鯖江市は、眼鏡・繊維・漆器などの地場産業をはじめとした「ものづくりのまち」として今

なお発展し続けています。市では、その「ものづくり」の魅力と可能性に惹かれて移住・定住

した若者達のチャレンジへの積極的な応援や、すべての市民が主体的にまちづくりに参加でき

る「市民主役」の機運醸成をはじめ、自然、歴史、伝統や文化など本市固有の魅力ある資源を

活かしたまちづくりに取り組んできました。 

これらのことを踏まえ、昨年度、市では、持続可能な自治体経営を継続していくための将来

像として、『笑顔があふれる「めがねのまちさばえ」～人が集い、輝き、挑戦するまち～』を掲

げ、その実現に向けて「育てやすい暮らしやすいまちづくり」「みんな輝く市民活躍のまちづ

くり」の２つの先導的・横断的な方針を打ち出しました。今後さらに具体的な取組みを加速さ

せていくことで、若い世代の流入を促し、人口減少の波に少しでも歯止めをかけ、住み続けた

い、住んでみたいと思っていただける鯖江市を目指します。 

令和５年度当初予算においては、大変厳しい財政状況において経常経費の削減に努める一方

で、鯖江市の目指す将来像の実現に向けて、引き続き、子育て支援の充実をはじめ、観光振興

やデジタル技術を活用した市民サービスの向上、環境対策、市の地域ブランド力の向上を重点

施策として推進します。 

令和５年度は、冠山峠道路開通や北陸新幹線福井・敦賀開業を間近に控え、大きく人の流れ

が変わる年です。この局面をチャンスと捉え、今後、市民はもとより、外からも選ばれるまち

になる鯖江ブランドの構築に向け、さらなる一歩を歩み出すべく、令和５年度予算を『選ばれ

るまちになる、「めがねのまちさばえ」』予算としました。 

 

 

 

 

会  計  名 
令和５年度 

①  

令和４年度 

② 

増減額 

③(①－②) 

増減率 

③/② 

一 般 会 計 28,280,000 27,220,000 1,060,000 3.9 

特
別
会
計 

国民健康保険事業特別会計 5,959,000 6,004,000 △45,000 △0.7 

後期高齢者医療特別会計 978,000 983,000 △5,000 △0.5 

介護保険事業特別会計 5,929,100 5,934,700 △5,600 △0.1 

総 合 開 発 事 業 特 別 会 計 5,000 7,000 △2,000 △28.6 

小   計 12,871,100 12,928,700 △57,600 △0.4 

企
業
会
計 

水 道 事 業 会 計 2,113,700 2,012,800 100,900 5.0 

公 共 下 水 道 事 業 会 計 4,597,100 4,232,800 364,300 8.6 

農業集落排水事業会計 603,300 620,500 △17,200 △2.8 

小   計 7,314,100 6,866,100 448,000 6.5 

合     計 48,465,200 47,014,800 1,450,400 3.1 

 

１ 予算規模 

一般会計の予算規模 ２８２億８,０００万円（前年度比３.９％増） 

令和５年度当初予算キャッチフレーズ  

   『選ばれるまちになる、「めがねのまちさばえ」』 

 (単位：千円・％) 
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(１） 全会計の予算規模の推移（当初予算ベース） 

 
 

 

（２） 一般会計の当初予算規模 （令和５年度は過去最大） 
 

 

１番  令和 ５年度  ２８２億８,０００万円 

２番  令和 ４年度  ２７２億２,０００万円 

３番  令和 ２年度  ２６８億４,０００万円 

４番  令和 元年度  ２６１億１,０００万円 

５番  平成２８年度  ２５９億１,０００万円 

 

 

 

（３） 全会計の当初予算規模 （令和５年度は過去最大） 
 

 

１番  令和 ５年度  ４８４億６,５２０万円 

２番  令和 ４年度  ４７０億１,４８０万円 

３番  令和 ２年度  ４６８億  ６１０万円 

４番  平成２８年度  ４６４億７,７２０万円 

５番  平成１９年度  ４６３億９,０３０万円 
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（４） 特別会計・企業会計の予算計上額             

 
(単位：千円・％) 

 

①  鯖江市国民健康保険事業特別会計 
令和５年度 令和４年度 増減額 増減率 

５,９５９,０００ ６,００４,０００ △４５,０００ △０.７ 

保険給付費の減により、予算額が減少しました。 

 

② 鯖江市後期高齢者医療特別会計 
令和５年度 令和４年度 増減額 増減率 

９７８,０００ ９８３,０００ △５,０００ △０.５ 

後期高齢者医療広域連合納付金の減により、予算額が減少しました。 

 

③ 鯖江市介護保険事業特別会計 
 （保険事業勘定の部） 

令和５年度 令和４年度 増減額 増減率 

５,９２９,１００ ５,９３０,０００ △９００ ０.０ 

地域支援事業費の減により、予算額が減少しました。 

 

（介護サービス事業勘定の部） 
令和５年度 令和４年度 増減額 増減率 

０（廃止） ４,７００ 皆減 皆減 

 

④ 鯖江市総合開発事業特別会計 
令和５年度 令和４年度 増減額 増減率 

５,０００ ７,０００ △２,０００ △２８.６ 

宅地整備事業費の減により、予算額が減少しました。 

 

⑤ 鯖江市水道事業会計 
令和５年度 令和４年度 増減額 増減率 

２,１１３,７００ ２,０１２,８００ １００,９００ ５.０ 

建設改良費の増により、予算額が増加しました。 

 

⑥ 鯖江市公共下水道事業会計 
令和５年度 令和４年度 増減額 増減率 

４,５９７,１００ ４,２３２,８００ ３６４,３００ ８.６ 

建設改良費の増により、予算額が増加しました。 

 

⑦ 鯖江市農業集落排水事業会計 
令和５年度 令和４年度 増減額 増減率 

６０３,３００ ６２０,５００ △１７,２００ △２.８ 

建設改良費の減により、予算額が減少しました。 
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現在、鯖江市の財政健全化判断比率における将来負担比率はマイナス値であり、将来の世代

への負担はない状態です。しかし、今後、少子高齢化社会における扶助費の増大や公共施設の

老朽化にかかる施設整備費の増大などに対応していくためには、財政規律の堅持が不可欠です。 
 

 

 

○財政調整基金残高 ２７億７,１６０万円(当初予算時の令和５年度末残高見込) 

 <物価高騰対策や新型コロナウイルス感染症対策に引き続き対応していきます！> 

 

令和４年度の財政調整基金の取り崩し額は、７億３，８６０万円で、新型コロナウイルス・

物価高騰対策費に充当しています。引き続き、新型コロナウイルス感染症対策や物価高騰な

どの社会情勢、不測の自然災害時などに、時機を逸することのなく的確に対応できるよう、

決算剰余金を積み立てるなど、将来を担う子や孫に過大な負担を残さない適切な財政運営

に努めてまいります。 

 

 

 

○公共施設等整備基金残高 １０億円(当初予算時の令和５年度末残高見込) 

 <長期に渡り、安全で快適な公共施設等の管理運営を図ります！> 

 

鯖江市の公共施設の多くは昭和５３年から６１年をピークに建設されており、全体の６

割以上が築３０年以上を経過しています。「鯖江市公共施設等総合管理計画」では、今後 

４０年間の更新費用について、適切な予防保全を実施しても、建物施設で年平均２１.５億

円、インフラ施設で年平均２１.１億円の費用がかかると試算しています。 

このことから、増大化する施設の大規模改修費用等に充てるため、令和３年度に「公共施

設等整備基金」を設置し、令和４年度は１億１千万円の積立を予定しています。（令和４年

度３月議会に議案上程中）。 

令和５年度も、決算剰余金を積み立てるなどし、長期に渡り、安全で快適な公共施設等の

管理運営ができるよう、財政の健全な運営に努めてまいります。 

 

 

 

○一般会計市債残高 ２３８億８,６１２万円(当初予算時の令和５年度末残高見込) 

 <確実に借金を減らしています！将来に過大な負担を残しません！> 

 

新規の市債発行額を抑制することで、元利償還金に対し１００％交付税措置のある臨時財

政対策債を除いた市債（以下、「普通債」）の残高は着実に減少しています。 

  

２ 財政規律の堅持 

一般会計の市債残高 ３ 

未来を担う子どもたちに負担を残さないために 

財政調整基金残高 １ 

公共施設等整備基金残高 ２ 
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＊赤字の額は一般会計市債残高です。 

＊四捨五入による端数処理のため、合計額が一致しない箇所があります。 

＊令和３年度までは決算額、令和４年度は補正後の予算額、令和５年度は当初予算時の金額です。 

 

 

 

○市債残高のうち実質的な負担額は約３１.０％（６９.０％は交付税措置） 

 

令和４年度末の市債残高見込額約２４７億７,９４３万円の内訳は、臨時財政対策債が約

１０９億３,４８８万円、それ以外の普通債等が約１３８億４,４５５万円です。 

臨時財政対策債は交付税の振替であるため後年度に１００％普通交付税で措置されます。 

また、普通債等も、事業費補正により後年度に交付税措置がある、いわゆる優良債を中心

に借入を行っており、約４１.５％が普通交付税で措置される見込みです。 

そのため、令和４年度末の市債残高見込額のうち市が自主財源で償還しなければならない

実質的負担額は、全体の約３１.０％、金額にして約７７億円となります。今後も、更なる市

債残高の減少と優良債の積極的な活用に努めます。 

 

 
 

 
 

鯖江市が目指す、内外から「選ばれるまち」の実現に向けて、ふるさと納税制度を積極的に

活用し、事業実施のための財源の確保に努めます。また「まち・ひと・しごと創生総合戦略」

の実現に向けて、「企業版ふるさと納税」の仕組みも積極的に活用していきます。 

  

３ 歳入の確保 

市債残高のうち実質的な負担額 ４ 
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ふるさと納税制度は、個人住民税の寄附金税制の拡充により平成２０年から始まりました。

地方自治体に対する寄附のうち２,０００円を超える部分について、個人住民税所得割額の概

ね２割を上限とする金額が所得税と合わせて控除されます。 

各自治体が工夫を凝らしふるさと納税の獲得に力を入れており、本市は「ふるさとチョイス」

「さとふる」「ＡＮＡのふるさと納税」「楽天ふるさと納税」「ふるなび」「三越伊勢丹ふるさと

納税」など６つのふるさと納税ポータルサイトを利用して本市へのふるさと納税寄附を全国に

呼びかけてきました。令和４年度は、「ＪＡＬふるさと納税」「ふるラボ」の２つのサイトから

も納税寄附を可能とし、本市への寄附機会の拡大と利便性の向上に努めました。 

また、市内の地場産業を中心とした特色ある返礼品の充実を図ることにより「さばえの魅力」

を全国各地に広く発信することで、ふるさと納税寄附額の増加につなげることも必要です。令

和４年度は、全国で高い人気を誇るブランドの眼鏡引換券の取り扱いを新たに開始しました。

これまで取り扱っていた眼鏡引換券にバリエーションを加えることでより多くの人に高品質

の鯖江産の眼鏡を選んでいただき、寄附額の増加をけん引しています。 

さらに、スポーツウェアや最新の冷凍技術を活用した海産物など１２９品目余の特産品を追

加し、返礼品の充実を図っています。 

 

 

 
 

令和４年度のふるさと納税寄附金は、令和５年１月末現在で、前年度を大きく上回って

います。このことから令和４年度の寄附額・寄附件数は、前年を上回る総額８億４,０００

万円、約１万５,０００件を見込んでいます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＊令和４年度は、年度末見込みの金額・件数です。 

 

 

 

 

ふるさと納税制度と本市の取組み １ 

本市のふるさと納税寄附金額の推移 ２ 

ふるさと納税制度 
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本市は国内シェア９０％超の眼鏡フレーム産地であり、眼鏡を返礼品として扱うことが

できる唯一の自治体です。引き続き、より多くの人にふるさと納税を通して鯖江の眼鏡を

選んでいただくため、眼鏡引換券の利用店舗店頭でのＰＲの強化や様々な媒体を活用した

広報活動に取り組み、寄附額の増加を目指します。 

また、眼鏡以外の返礼品についても各ポータルサイトの返礼品ページを改善することに

より返礼品の魅力を最大限に伝えるとともに、ＳＥＯ対策の強化に取り組むことでより多

くの寄附者に認知され、選ばれる自治体となるよう取り組みます。 

新規返礼品については、ものづくりが盛んな産業観光のまちとしての魅力を発信し、体

験型の返礼品開発に取り組むことで新たな寄附層の獲得を図ります。 

こうした取り組みの効果を見込み、令和５年度は、令和４年度予算に３億円を追加した

８億円を歳入予算として計上しました。 

 

 

 

 

 

 

 

企業版ふるさと納税制度は、正式な名称を『地方創生応援税制』といい、平成２８年度

から始まりました。 

本制度は、国が認定した地方公共団体の地方創生の取組み（「地域再生計画」に記載さ

れている取組み）に対して、市外に本社がある企業が寄附を行った場合に、法人関係税か

ら税額控除される制度であり、鯖江市においては、「鯖江市まち・ひと・しごと創生総合

戦略」に記載されている事業が「地域再生計画」の充当事業として認定されています。 

市では、「鯖江市まち・ひと・しごと創生総合戦略」の実現に向けて、今後、積極的に

民間資金の活用を図っていくため、令和４年１２月に、企業版ふるさと納税の受け皿とな

る「鯖江市企業版ふるさと納税基金」を設置しました。 

令和４年度は、３法人から合計１２０万円の寄附金を納付いただき、本基金への積立を

行いました。 

令和５年度には、本基金積立額１２０万円を一般会計に繰り入れし、総合戦略の４つの

基本目標の実現に重点的に取り組む SDGｓ関連事業である「めがねのまちさばえ SDGs 発信

事業」の財源として活用していきます。 

  

令和５年度における変更点 ３ 

企業版ふるさと納税制度 

企業版ふるさと納税と本市の取組み １ 
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令和５年度当初予算では、冠山峠道路開通、北陸新幹線福井・敦賀間の開業を間近に控え、

大きく人の流れが変わる局面をチャンスと捉え、内外から選ばれるまちであり続けるために、

「育てやすい暮らしやすいまちづくり」「みんな輝く市民活躍のまちづくり」「市内産業の応援」

「脱炭素社会の実現」「ＤＸの推進」「物価高騰対策・新型コロナウイルス感染症対策」「冠山

峠道路開通・新幹線開業・万博開催を見据えた取り組み」「地域ブランド力の向上」の８つの重

点的施策を設け、予算配分を行いました。令和５年度は、これらの重点施策の新規事業のため

に約７．２億円の予算を計上し、笑顔があふれる「めがねのまちさばえ」を目指します。 

 

 

 

 

 

 

（１）子育て 
 
【拡充】出産・子育て応援事業  ６８，８０６千円 
妊娠から出産・子育てまで一貫した「伴走型相談支援」を行うとともに、「出産・子育て応援給

付金」（合計１０万円）を支給します。 

 
【継続】子ども子育てトータルサポート事業  ７，１２３千円 
子育て世帯を応援するため、産まれる前から小学校に入学するまでの子どもの成長過程に応 

じてニーズの高い様々な支援を包括的に実施し、育児の相談や支援事業の参加につなげます。 
 

 ・育児『ほっと一息』応援事業 ５５８千円 
生後６か月の乳児の保護者に「Mama’s happy hour card」（子育て支援センターにじい 
ろでの子ども一時預かり無料券）を配布します。 
 

 ・赤ちゃん訪問おむつ券配布事業 ２，３２０千円 
生後４か月と７～８か月に保健師等が訪問する際に、市内ドラッグストア等で使用可 
能なおむつ券をお届けします。 
 

 ・絵本購入補助事業 ５８０千円 
１歳半健診時に、絵本等を購入できる図書カード（１千円分）を贈呈します。 
 

 ・祝小学１年生入学おめでとう事業 ３，１６０千円 
小学校入学式に、入学祝いとして、商品券（５千円分）を贈呈します。 

 

 ・その他各種応援事業  ５０５千円 
パパママ育児応援事業、トイレトレーニング講座事業、育児用品 3R 事業（使わなくなっ 
た育児用品を回収、無料配布）などを実施します。 

 

【拡充】特定不妊治療費等助成事業  ９，０００千円 
令和４年度より、一部が保険適用となった特定不妊治療について、福井県の助成を受けた夫婦

の自己負担額（最大６万円）に対して、全額助成します。 

  

４ 歳出のポイント 

重点的施策 

育てやすい暮らしやすいまちづくり １ 
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【継続】こんにちは赤ちゃん事業  ５，６３４千円 
保健師等が生後４か月までと生後７～８か月までの母子を計２回訪問し、不安や悩みを聴き、

相談支援を行います。 

 
・生後４か月までの赤ちゃん訪問 ２，９８４千円 
・生後７～８か月までの赤ちゃん訪問 ２，６５０千円 

 
【継続】産後ケア事業  ５１５千円 
産後１年未満で育児支援を必要とする母子に対し、日帰りまたは宿泊で心身のサポート等を提

供します。また「産後カフェ」を定例で開催し、健やかな育児を支援します。 

 
【拡充】保育士確保・定着支援事業  ８，５５９千円 
「保育士等就職チャレンジ応援事業」「保育士トライアル雇用支援事業」「保育士の働き方改革

への巡回支援事業」「保育士等資格所得支援事業」「保育士さんウェルカム事業」「保育士さん

ありがとう事業」「若手保育士給与改善事業」を実施し、新卒保育士の確保や潜在保育士掘り

起こし、労働環境の改善による離職防止および保育職の魅力の発信を行います。 

 
【新規】紙おむつ持ち帰りゼロ事業  ３，７７４千円 
これまで家庭での処分をお願いしていた紙おむつを園で処分するために、必要な経費を支援

し、保護者や保育士の負担を軽減します。 

 

【拡充】幼児発達支援事業 １，４８０千円 
地域子育て支援センターにおいて、発達上課題のある児童に対し、個々の発達に応じた支援を

行うとともに、保護者に対し発達特性に応じた環境調整や接し方の工夫を助言します。 

 

【新規】どこでも遊び場！おもちゃレンタル事業  ４３０千円 
子育てサークルや地域のイベント等におもちゃやマット等を貸し出し、親同士の交流の場や子

どもの遊び場を通して地域で触れ合う場づくりの支援を行います。 

 

【新規】ヤングケアラーコーディネーター配置事業 ２，７９３千円 
家庭児童相談員に加え、新たにヤングケアラーコーディネーターを１名配置し、専門的な立場

からきめ細やかな相談支援を行います。 

 

【拡充】地域子育て活動費補助金 ８００千円 
母親クラブや子育てグループの活動の内、地域で継続的に行っている子育て活動に対し、補助

金を交付します。 

 
【新規】物価高騰対策学校給食費補助事業 ４４，０００千円 
物価高騰による給食費の値上げ等を鑑み、小学生の給食費に対し、月額１，０００円を補助

し、保護者の負担軽減を図ります。中学生の給食費については、従来通り１／３を市が負担す

ることに加え、月額１，０００円の歳入を減額し、保護者の負担軽減を図ります。 

 

・中学校の保護者実費負担 歳入減          △ ２４，２００千円 
・実質事業費                  ６８，２００千円 

 

【新規】子育て世帯物価高騰対策給付金事業 １３６，７００千円 
鯖江市に住所を有する０～１８歳の児童、生徒の保護者に対して給付金（１万円）を給付しま

す。 

 

【新規】医療費窓口負担金撤廃事業 ２７，０００千円 
鯖江市に住所を有する小学生から高校生にあたる年齢の子の医療費窓口自己負担金（５００

円）を撤廃します。 
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【拡充】クリエイティブ教育都市事業 １，３３１千円 
児童のプログラミング技術習得を支援するため、小学校において専用パソコンを利用したプロ

グラミングクラブを開催します。また、モデル校１校を選定し、さらに発展的なプログラミン

グ学習を行うための講座を開催します。 
 
【新規】いじめ予防プログラム実施事業 ５５０千円 
小学校、中学校の全校で弁護士による「いじめ予防」に関する授業を実施するとともに、教職

員への研修会を開催し、いじめの発生を未然に予防します。 

 
【新規】地域部活動推進事業  １５，７００千円 
市内中学校の休日の部活動について、運動部・文化部ともに、地域クラブ活動への移行を円滑

に進めるための環境整備に必要な経費を支援します。 

 

 

 

 

 

 

 

（２）暮らし 

 
【新規】コミュニティバス車両更新事業 ５２，０００千円 
平成２２年に導入したコミュニティバス車両６台のうち２台を更新します。また、購入車両の

バスデザインについて、現行デザインをベースに更新します。 

 
【新規】食品ロス削減推進事業 ７０２千円 
消費者や食品関連事業者に対し、食品ロス削減のための行動指標や先進事例の紹介を行い食品

ロス削減の推進を図ります。また、消費者・農業者・事業者が協働し、規格外や未利用農産物

の利用を促進するためのメニュー開発等を支援します。 
 
【新規】性の多様性に関する啓発事業 ８５９千円 
写真展、映画上映、ワークショップなどを通して、性的少数者に対する理解が広がり、性的少

数者への差別、偏見をなくし、人権を尊重し多様性を認め合う社会の推進を図ります。 

 
【拡充】電子申請等推進事業 ３，４８９千円 
LoGo フォームを活用し、行政サービスの電子申請等をスマートフォンやパソコンから容易に行

うことができるサービスを推進します。 

 

【新規】重層的支援体制整備事業 ７，５００千円 
市民の複合化、複雑化した相談に対し、対象者の属性を問わない包括的な相談支援体制を整備

し、多様な社会参加を可能とする地域づくりを推進します。 
 
【新規】誰ひとり取り残さないつながりサポート事業 ２，０００千円 
様々な困難や不安を抱えた女性に寄り添うためのきめ細やかなサポート体制を強化するため、

夢みらい館・さばえ内に相談窓口の開設や居場所づくりを行います。 
 
【拡充】個別避難計画作成事業 ９，５５５千円 
令和４年度に改訂した避難行動要支援者避難支援プランをもとに、個別避難計画の作成を推進

します。 
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【新規】情報伝達手段検討事業 ４，４００千円 
防災行政無線など既存の伝達ツールを有効に活用した最善の仕組みを構築するため、防災行政

無線の電波・音達調査を行います。 
 
【新規】神通川治水対策検討事業 １１，３００千円 
準用河川神通川の現地測量・調査を実施し、河川全域における現況流下能力の検証を行うなど

治水上の課題を整理し、今後の治水対策の進め方を２か年に渡り検討します。 
 
【拡充】防災情報発信推進事業 ９，７３８千円 
市管理の道路や河川にカメラや水位計を設置し、県等の WEB を活用しながら、リアルタイムで

市民へ防災情報を発信することで、自主的な避難や防災活動に繋げ、防災・減災に努めます。 
 
【継続】除雪オペレーター育成支援事業 ７００千円 
除雪協力企業の減少、除雪オペレーターの高齢化など、将来的な人員不足に対応するため、除

雪協力企業に対し、除雪機械の運転免許取得にかかる費用を補助します。 
 
【拡充】交通安全施設整備事業 １２，５００千円 
道路交通の安全のため、区画線、道路反射鏡、防護柵などの交通安全対策の環境整備を行いま

す。 

 

【継続】社会資本整備総合交付金事業 ２９０，４１０千円 
交通ネットワークの整備、道路消雪の整備、土木施設の長寿命化、冠水箇所の解消等を図り、

円滑で安全・安心な道路網の整備を行います。 

 
【継続】都市計画マスタープラン改定事業 ２，０００千円 
将来のまちづくりの方針となる鯖江市都市計画マスタープランの改定を行います。 

 
【継続】日野川緑地（左岸）整備事業 ３５，０００千円 
日野川左岸に、健康づくりやレクリエーションに利用できる憩いの場として公園を整備しま

す。 
 
【新規】西山公園活用環境整備事業 ２，６００千円 
西山公園の中央広場やお祭り広場でのイベント開催時に電気や水道を使用しやすいよう、電源

設備や給水設備を増設します。 

 

【新規】西山公園利用促進支援事業 １，２００千円 
西山公園と周辺地域のにぎわいづくりを推進するため、西山公園を活用したイベントに対し、

その事業実施に係る経費の一部を補助します。 

 
【拡充】水道基本料金減免事業 １４３，０００千円 
令和４年度２～３月に行った水道基本料金減免の期間を延長し、鯖江市内の個人・法人の水道

料金のうち基本料金を、６か月分減免します。 
 
【拡充】水道管漏水対策事業 １，１６２千円 
水道管漏水による事故が発生した場合、大きな被害が想定される JR軌道横断箇所等に漏水監視

装置を設置し、常時監視することにより、事故の未然防止対策を行います。 

 

【新規】新横江公民館大規模改修事業 ２３５，４００千円 
令和５～６年度の２か年で新横江公民館の屋根、外壁、照明、消防設備、トイレ、電話設備、

空調設備等の大規模改修を行います。（総事業費３４５，４００千円） 
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【拡充】公民館 Wi-Fi 設備整備事業 １，１６０千円 
社会教育施設に対して計画的にインターネット無線 LAN（Wi-Fi)整備を行います。令和５年度

は、鯖江、神明、立待、河和田公民館のアクセスポイント（Wi-Fi の電波を送受信する機器）

の増設を行います。 

 

【新規】市民プール費用対効果分析事業 ４，１００千円 
老朽化した市民プールを改修するにあたり、実施設計前に、費用対効果について分析を行い、

改修内容の方向性について検討を行います。 

 

【新規】開放学校リモートキー化事業 ８，０００千円 
小中学校開放学校における鍵の開錠、施錠についてリモートキーを設置し、クラウドで一括管

理を行うことで、利用者の利便性の向上を図ります。 

 

【新規】まちなか芸術祭事業 ４，５００千円 
鯖江市の地域資源である歴史・文化を、幅広い世代につなげていくため、鯖江市で生まれ育っ

たとされる近松門左衛門の生誕３７０年を記念して、近松作品をはじめとした「人形劇フェ

ス」を開催します。 

 

【新規】兜山古墳活用事業 １，３９２千円 
兜山古墳公園のオープンを記念し、コンサートや古墳に関連したバスツアーを開催し、内外に

情報発信を行います。 

 

【継続】まなべの館企画展事業 ５，２００千円 
まなべの館内での企画展として、「兜山古墳の時代」「里中満智子作品展」を開催します。 

 

 

 

 

 

 
【継続】融和と協働のまちづくり事業交付金 ７９，７１８千円 
区長会連合会の円滑な運営、各自治会や各地区の自主的なまちづくりの運営に対する支援とし

て、交付金を交付します。 

 

【継続】融和と協働のまちづくり事業補助金 ２，８００千円 
自治会の円滑な活動を支援するため、地域の活動に対して補助を行います。 

 

【継続】区長会ネットワーク整備事業補助金 ２，６４０千円 
区長会連合会や町内会組織が円滑・迅速な情報伝達を行うためのネットワーク構築にかかる初

期費用を補助します。 

 

【新規】地域の絆づくり応援補助金 ３，０００千円 
コロナ禍においても、まちづくりを止めることなく、各地区において実施する地域の活性化に

寄与する事業に対して補助します。 

 

【新規】市民主役フェス開催事業 ２，０００千円 
「市民主役のまちづくり」の見える化を継続し、新たな市民層にアプローチする事業として

「市民主役アワード」や「市民主役デザイン展」を開催します。 

  

みんな輝く市民活躍のまちづくり ２ 



- 13 - 

 

 

【拡充】学生連携事業 ５，０６１千円 
若者目線のアイディアを活かしたまちづくりを推進するとともに、地域の未来を育てる市民の

育成を図ります。 

 

 ・【継続】めがねのまちさばえ探究活動事業 1，５３８千円 
連携協定を締結している鯖江高校および明治大学と協働し、地域の未来を育てる市民の 
育成を図ります。 

 
 ・【拡充】ＪＫ課プロジェクト事業 １，９７３千円 

女子高校生によるまちづくりチーム（鯖江市役所 JK 課）が企画し、大人を巻き込みなが 
ら地域活動を実践することを通じ、若者や女性が進んで行政参加を図っていく新たなモ 
デル都市となることを目指します。また来年度の１０周年記念事業にむけ、SNS での発信 
力向上のための講座や、公式ガイドブックの作成事業を行います。 

 
 ・【継続】若者による地域活性化推進事業 1，０００千円 

全国の大学生と地元高校生による若者目線でのアイディアを活かしたまちづくり提案を 
行い、具現化を検討することで地域活性化につなげます。 
 

 ・【継続】その他学生連携の事業 ５５０千円 
地域活性化プランコンテストで高校生や大学生から提案を受けた交流寺プロジェクト事 
業を実施します。また、若者でつくる市民団体が JK課プロジェクト事業をサポートしま 
す。 

 

【継続】市民協働まちづくり基金事業補助金 ４，０００千円 
「まちづくり基金」を活用し、市民団体が自主・自発的に行うまちづくりに役立つ公益的事業

の実践を促進するため、補助金を交付します。 

 
【拡充】めがねのまちさばえＳＤＧｓ発信事業 １０，３４０千円 
青年層を中心とした全世代参加型のイベント等を通じて SDGs を市民に広く啓発していくととも

に、世界に鯖江市の取組を発信していきます。 

 

【拡充】さばえＳＤＧｓ部活動事業 ６５７千円 
SDGs に関心のある学生のためのプラットフォームとして、さばえ SDGs センターを拠点に、各

目標への理解を深めながら、自ら行動し発信する活動を支援します。 

 

【継続】多面的機能支払交付金事業 １６５，１７５千円 
地域の共同活動により機能維持してきた農地・農業用施設の管理、保全、長寿命化のための活

動に対し、支援を行います。 

 

【新規】西山公園利用促進支援事業（再掲） １，２００千円 
西山公園と周辺地域のにぎわいづくりを推進するため、西山公園を活用したイベントに対し、

その事業実施に係る経費の一部を補助します。 

 

【新規】地域部活動推進事業（再掲）  １５，７００千円 
市内中学校の休日の部活動について、運動部・文化部ともに、地域クラブ活動への移行を円滑

に進めるための環境整備に必要な経費を支援します。 
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【拡充】チームさばえ出展販路開拓支援事業 ２５，０００千円 
さばえのものづくりに欠かせない金型、金属加工、表面処理等の技術力を中心とする市内企業

群による「チームさばえ」共同ブースを、東京・大阪で開催予定の国内見本市に出展し、参加

企業の販路拡大、「めがねのまちさばえ」のブランド力向上を目指します。 
 
【拡充】さばえものづくりビジネスマッチング支援事業 ７，７００千円 
ものづくりに強いビジネスマッチングサイトを活用することで、新たなビジネスパートナーの

掘り起こしを支援します。 
 
【継続】プロモーション能力向上セミナー開催事業 １，６００千円 
鯖江商工会議所との連携のもと、市内企業のプロモーション能力向上を目的としたセミナーを

開催します。 
 
【継続】海外で売れる商品開発支援事業 ３，０００千円 
越前漆器協同組合が平成２９年から令和２年に製作したインバウンド対応商品の市場調査（欧

州・アジア中心）と商品のブラッシュアップを行い、海外販路開拓を支援します。 
 
【拡充】地域おこし協力隊による地域活性化推進事業 １５，９６２千円 
地域外の人材を活用し、地域活性化に必要な施策を推進するとともに、当該地域への定住・定

着を促進します。令和５年度は中心市街地活性化のために新たに１名を起用します。 

 

【拡充】後継者育成事業 １，０００千円 
地域の起業家育成プログラムの実施と地場産業の技術の承継を目的とした技能研修の実施への

補助を通して地場産業の後継者育成を支援します。 

 

【新規】産業廃棄物リサイクルプロセス構築事業 ２，０００千円 
鯖江市繊維協会青年部、福井大学等と連携し、産業廃棄物として焼却処分されている繊維くず

を活用したリサイクルプロセスを構築します。 

 

【継続】越前ものづくりの里プロジェクト事業 ２２，２１４千円 
丹南地域の伝統工芸の各産地が連携して行う職人の育成や産地の魅力向上に向けた取り組みを

支援することで知名度向上と需要拡大を図ります。 
 

【拡充】起業家育成プロジェクト事業 ４，０００千円 
法政大学、商工会議所との連携のもと、女性で起業を目指す方を対象に、ビジネスの仕組みや

企業の基本を身に付けるプログラム実施します。また「将来の起業家」を育成するために、小

学生を対象に、経営マインドを育む親子参加型のプログラムを実施します。 

 
【新規】めがねのまちさばえプロモーション事業 ５，５８０千円 
「めがねのまちさばえ」の知名度向上を目的に首都圏でイベントを開催します。また、映画

『おしょりん』の公開にあわせ、「めがねのまちさばえ」を全国に発信していきます。 
 
【新規】デザイン経営セミナー事業 ３，０００千円 
越前市と連携し、持続可能な地場産業の確立を目的に、デザイン思考を活かした経営マインド

の醸成を図るスクールを開講します。 

  

市内産業の応援 ３ 
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【新規】大学連携イノベーション創出事業 ２，０００千円 
法政大学と連携し、課題解決型学習を通して、鯖江市内の企業の持つ課題に対応した商品開発

を行い、地域資源を活かした商品化を目指します。 
 
【継続】ものづくり振興交付金 ３７，１００千円 
（一社）福井県眼鏡協会、鯖江市繊維協会、越前漆器協同組合が実施する産業活性化事業に対

し、交付金を交付します。 

 
【新規】めがねオブジェで産地ＰＲ事業 ３，０００千円 
（一社）福井県眼鏡協会を通し、市内めがね関連事業所が設置する「めがねオブジェ」の製作

費用の一部を補助することで、市内に点在するめがね関連事業所の存在を、視覚的に発信しま

す。 
 
【継続】さばえのものづくり補助金 ４０，１２０千円 
市内中小企業が取り組む情報発信・販路開拓・IT導入による生産性向上・人材育成・新製品新

技術開発・経営改善・労働環境改善・起業創業等に対し、補助金による支援を行います。 
 
【拡充】６次産業化応援事業 １，７８８千円 
「吉川ナス」「さばえ菜花米」など鯖江産農産物の商品開発や販路拡大を進めるために、EC サ

イトを利用した農産物の PR 事業やリモート商談会を実施します。また、加工品開発にかかる経

費の一部を補助します。 
 

 

 

 

 

 
【新規】食品ロス削減推進事業（再掲） ７０２千円 
消費者や食品関連事業者に対し、食品ロス削減のための行動指標や先進事例の紹介を行い食品

ロス削減の推進を図ります。また、消費者・農業者・事業者が協働し、規格外や未利用農産物

の利用を促進するためのメニュー開発等を支援します。 
 
【新規】脱炭素実行計画策定事業 １，２５２千円 
令和４年度に作成した「脱炭素ロードマップ」を計画的・段階的に進めるため、業種ごとの取

組目標等を具体的に定める「区域施策編」を策定します。 
 
【拡充】ＳＡＢＡＥボトルフリープロジェクト ２１０千円 
市内の公共施設にウォーターサーバーを設置し、マイボトル持参を促すことで、市民の環境問

題への意識向上と、ペットボトルなどのごみの削減を目指します。令和５年度は新たに１箇所

増設します。 

 
【拡充】さばえエコ農業支援対策事業費 ６，５６０千円 
化学肥料・農薬等の削減による生物多様性保全、地球温暖化防止などに効果の高い営農活動に

取り組む農業者を支援します。 

 
【継続】環境に優しい農業支援事業 ６００千円 
農薬や肥料を使用せずに野菜などを栽培する自然栽培農業に関心のある方や、市内で農業を始

める方を対象に、初心者向けの講座を業務委託して実施します。 
  

脱炭素社会の実現 ４ 
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【継続】めざせ！家庭の生ごみゼロ事業 １，２００千円 
生ごみ分解処理容器等の使用モニターを募集して、その有効性・課題を検証し、生ごみ減量の

取組みの普及・推進につなげます。本年度は無償モニターとすることで、生ごみの減量化をよ

りいっそう促進します。 
 
【継続】生ごみ分解処理機運営事業 ２９７千円 
ラポーゼかわだに設置されている生ごみ分解処理機の保守管理およびモニタリングを指定管理

者に委託し、周辺住民を含む生ごみの減量化を図るとともに、出来た堆肥については、学校給

食畑等で利用することで、資源循環を目指します。 

 

【新規】産業廃棄物リサイクルプロセス構築事業（再掲） ２，０００千円 
鯖江市繊維協会青年部、福井大学等と連携し、産業廃棄物として焼却処分されている繊維くず

を活用したリサイクルプロセスを構築します。 

 

【継続】ＳＤＧｓ教育推進事業 ６５０千円 
SDGs の理念を中学生が理解し、自分事として行動につなげるための講演会等を開催します。ま

た、小学生は SDGs 推進センター等を訪問し、SDGs について学ぶ機会を設けます。 

 

 

 

 

 

 
【継続】市政情報発信におけるＬＩＮＥ活用事業 ９２４千円 
LINE アカウント運用ツールを活用し、友だち登録者を属性分けすることで、各々のニーズに合

った市政情報を配信します。 
 
【拡充】電子申請等推進事業（再掲） ３，４８９千円 
LoGo フォームを活用し、行政サービスの電子申請等をスマートフォンやパソコンから容易に行

うことができるサービスを推進します。 
 
【新規】デジタル人材育成事業 １，１００千円 
業務自動化、効率化を希望する職員に対して、Microsoft３６５などの新しいツールを活用して

課題解決するための研修会を開催します。 
 
【継続】書かない窓口事業 ２，１７４千円 
市民の住所異動等に係る申請書を書く手間を極力省き、申請にかかる負担軽減や受付時間を短

縮し市民サービスの向上を図ります。 
 
【継続】区長会ネットワーク整備事業補助金（再掲） ２，６４０千円 
区長会連合会や町内会組織が円滑・迅速な情報伝達を行うためのネットワーク構築にかかる初

期費用を補助します。 
 
【継続】住民税試算システム活用事業 ２６４千円 
WEB 上で給与や公的年金の源泉徴収票等の情報を入力することにより、市・県民税（住民税）

の試算や申告書の作成ができる「住民税試算システム」を活用し、申告者の利便性の向上を図

ります。 

 

【継続】身の丈ＩｏＴ事業 １，２００千円 
福井工業高等専門学校との連携の下、生産性の向上を目的に、身の丈 IoT の実証モデルをつく

り、その成果を市内産業界で共有します。 

ＤＸの推進 ５ 
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【継続】儲かるふくい型農業総合支援事業［スマート農業型] ８，６１７千円 
ICT 機械の導入による規模拡大を図るための機械・施設等の整備を補助します。 

（県１０／１０補助） 

 

【拡充】防災情報発信推進事業（再掲） ９，７３８千円 
市管理の道路や河川にカメラや水位計を設置し、県等の WEB を活用しながら、リアルタイムで

市民へ防災情報を発信することで、自主的な避難や防災活動に繋げ、防災・減災に努めます。 

 

【拡充】クリエイティブ教育都市事業（再掲） １，３３１千円 

児童のプログラミング技術習得を支援するため、小学校において専用パソコンを利用したプロ

グラミングクラブを開催する。また、本年度はモデル校を選定し、さらに発展的なプログラミ

ング学習を行うための講座を開催します。 

 

【新規】開放学校リモートキー化事業（再掲） ８，０００千円 
小中学校開放学校における鍵の開錠、施錠についてリモートキーを設置し、クラウドで一括管

理を行うことで、利用者の利便性の向上を図ります。 

 

 

 

 
 

 
 
【新規】物価高騰対策学校給食費補助事業（再掲） ４４，０００千円 
物価高騰による給食費の値上げ等を鑑み、小学生の給食費に対し、月額１，０００円を補助

し、保護者の負担軽減を図ります。中学生の給食費については、従来通り１／３を市が負担す

ることに加え、月額１，０００円の歳入を減額し、保護者の負担軽減を図ります。 

 

・中学校の保護者実費負担 歳入減          △ ２４，２００千円 
・実質事業費                  ６８，２００千円 

 
【新規】子育て世帯物価高騰対策給付金事業（再掲） １３６，７００千円 
鯖江市に住所を有する０～１８歳の児童、生徒の保護者に対して給付金（１万円）を給付しま

す。 

 
【拡充】水道基本料金減免事業（再掲） １４３，０００千円 
令和４年度２～３月に行った水道基本料金減免の期間を延長し、鯖江市内の個人・法人の水道

料金のうち基本料金を、６か月分減免します。 

 

【継続】営業継続負担金等 ４５，４７０千円 
新型コロナウイルス感染症の感染拡大および電気料・燃料等の高騰により経営悪化が見込まれ

る指定管理者（嚮陽会館、神明苑、農林業体験実習館、道の駅西山公園）に対し、公共施設の

サービス提供を維持するために、営業継続負担金等による支援を行います。 

 

【新規】地域の絆づくり応援補助金（再掲） ３，０００千円 
コロナ禍においても、まちづくりを止めることなく、各地区において実施する地域の活性化に

寄与する事業に対して補助します。 

 
【継続】新型コロナウイルスワクチン接種対策費 ２３９，７００千円 
新型コロナワクチン１・２回目接種に加え、追加接種を継続していきます。また、乳幼児 (６

か月～４歳)および小児（５～１１歳）の接種を継続します。 
  

物価高騰対策・新型コロナウイルス感染症対策 ６ 
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【継続】新型コロナウイルスワクチン接種体制確保事業 ２２０，１６９千円 
新型コロナワクチン接種を実施するための体制を確保します。 

 
【継続】新型コロナウイルス対策費（タクシー運賃助成） １，３６５千円 
６５歳以上の高齢者や障がい者に対し、接種会場までのタクシー費用の一部を負担すること

で、交通手段を確保するとともに、ワクチン接種率の向上を図ります。 
 
【継続】新型コロナウイルス対策費（消耗品等購入） ２５，４１３千円 
市庁舎や公共施設、避難所で使用する消毒液等の新型コロナウイルス感染症対策の消耗品を購

入します。 

 

 

 
 

 

 
【新規】鯖江駅東口広場等実施設計業務委託 １７，０００千円 
鯖江駅東口等整備基本計画に基づき、駅東西交通広場について、工事着手前に必要となる実施

設計を作成します。 

 
【新規】並行在来線経営安定基金拠出事業負担金 １６，０００千円 
福井県並行在来線準備会社の経営安定と運賃値上げ抑制のために、収支不足補填の財源とし

て、経営安定基金を拠出します。 

 
【新規】並行在来線開業記念事業 １，０００千円 
福井県並行在来線の開業を周知するとともに、開業を記念したイベントを行います。 

 
【新規】めがね型ベンチ設置事業 ２，０００千円 
「めがねのまちさばえ」のブランドイメージを内外にアピールし、市民が自然に誇りと親しみ

を感じられるよう、めがね型ベンチを鯖江駅および西山公園に設置します。 

 

【新規】めがねのまちさばえプロモーション事業（再掲） ５，５８０千円 
「めがねのまちさばえ」の知名度向上を目的に首都圏でイベントを開催します。また、映画『お

しょりん』の公開にあわせ、「めがねのまちさばえ」を全国に発信していきます。 
 
【新規】津田塾大学と連携した産業観光ルート開発事業 ２，９００千円 
津田塾大学と地元事業者等との連携により、首都圏に住む大学生の視点を活かした産業観光ル

ートの開発や土産品の提案を行い、観光雑誌等を活用して全国に発信します。 

 

【新規】サンドームまちなか誘客事業 １，５００千円 
サンドーム福井でのコンサートによる来訪者が、商店街に足をのばすきっかけとなるイベント

等を実施することで、まちなかへの誘客とにぎわい創出を図ります。 

 

【新規】鯖江市ＰＲ看板イメージアップ改修事業 ５，８００千円 
めがねのまちさばえの統一イメージの定着と認知度向上を目的に、鯖江インター前看板および

鯖江駅前看板の改修を行います。 

 
【新規】冠山峠道路観光案内看板改修事業 １，９００千円 
冠山峠道路の開通にあわせ、ドライブによる観光客を鯖江市内に誘導するため、案内看板を改

修します。 

  

冠山峠道路開通・新幹線開通・万博開催を見据えた取り組み ７ 
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【新規】タクシーを活用した観光モデル事業 ２，０５０千円 
北陸新幹線福井・敦賀間の開業に向け、新幹線駅ならびに鯖江駅から市内観光地への二次交通

（タクシー）利用料金に対して補助を行い、鯖江市内の観光地への誘客の可能性をさぐる実証

実験を行います。 

 

【新規】稼ぐ観光地づくり応援プロジェクト事業 ４６，６００千円 
産業観光を推進するため、めがね会館とうるしの里会館内のショップのレイアウトや什器、照

明設備の改修、魅力的な体験メニューの開発などを推進します。 

 
【新規】ツーリズムＥＸＰＯ出展事業 3，０００千円 
近年需要が伸びている教育旅行や企業研修の誘致、ひいては大阪・関西万博によるインバウン

ド誘客を目指し、大阪で開催され多くの旅行業者が参加するツーリズム EXPO に出展します。 

 

【拡充】観光パンフレットリニューアル事業 ５，５００千円 
北陸新幹線福井・敦賀間の開業に向け鯖江市の観光資源をわかりやすく魅力的に案内できるよ

う観光パンフレットをリニューアルします。 

 

【継続】都市計画マスタープラン改定事業（再掲） ２，０００千円 
将来のまちづくりの方針となる鯖江市都市計画マスタープランの改定を行います。 

 

【継続】北陸新幹線関連道路整備事業 １０５，００９千円 
北陸新幹線事業に伴う、市道付け替え工事など、鉄道運輸機構からの依頼により工事を実施し

ます。（鉄道運輸機構１０／１０補助） 

 

【新規】西山公園活用環境整備事業（再掲） ２，６００千円 
西山公園の中央広場やお祭り広場でのイベント開催時に電気や水道を使用しやすいよう、電源

設備や給水設備を増設します。 

 

【新規】西山公園利用促進支援事業（再掲） １，２００千円 
西山公園と周辺地域のにぎわいづくりを推進するため、西山公園を活用したイベントに対し、

その事業実施に係る経費の一部を補助します。 

 

 

 
 

 

 

【新規】コミュニティバス停留所標識板等更新事業 ５，９００千円 
つつじバスの運行開始時から使用してきたバス停の標識案内板等を、鯖江らしさを取り入れた

デザインにリニューアルします。 

 

【新規】総合戦略策定事業 １１，０２２千円 

国の「デジタル田園都市国家構想総合戦略」策定を受け、「まち・ひと・しごと創生総合戦略」

を改訂するとともに、社会や経済の変化を踏まえつつ、今後本市において考えられる展望や方

向性を取りまとめた、まちづくりの将来ビジョンを策定します。 

 

【新規】地域ブランド推進事業 ６，７００千円 
「つくる、さばえ」をキーワードとした鯖江市のブランド戦略を、市内外へ発信し、市民理解

を進めながら、市内に様々な分野のイノベーターが集う拠点づくりや、職員向けのスキル・レ

ベルアップ事業を実施します。 

  

地域ブランド力の向上 ８ 
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【新規】市民主役フェス開催事業（再掲） ２，０００千円 
「市民主役のまちづくり」の見える化を継続し、新たな市民層にアプローチする事業として

「市民主役アワード」や「市民主役デザイン展」を開催します。 

 

【拡充】めがねのまちさばえＳＤＧｓ発信事業（再掲） １０，３４０千円 
青年層を中心とした全世代参加型のイベント等を通じて SDGs を市民に広く啓発していくととも

に、日本全国、そして世界に鯖江市の取組を発信していきます。 

 

【新規】めがねのまちさばえプロモーション事業（再掲） ５，５８０千円 
「めがねのまちさばえ」の知名度向上を目的に首都圏でイベントを開催します。また、映画

『おしょりん』の公開にあわせ、「めがねのまちさばえ」を全国に発信していきます。 
 
【新規】めがねオブジェで産地ＰＲ事業（再掲） ３，０００千円 
（一社）福井県眼鏡協会を通し、市内めがね関連事業所が設置する「めがねオブジェ」の製作

費用の一部を補助することで、市内に点在するめがね関連事業所の存在を、視覚的に発信しま

す。 

 

【新規】鯖江市ＰＲ看板イメージアップ改修事業（再掲） ５，８００千円 
めがねのまちさばえの統一イメージの定着と認知度向上を目的に、鯖江インター前看板および

鯖江駅前看板の改修を行います。 

 

【新規】めがね型ベンチ設置事業（再掲） ２，０００千円 
「めがねのまちさばえ」のブランドイメージを内外にアピールし、市民が自然に誇りと親しみ

を感じられるよう、めがね型ベンチを鯖江駅および西山公園に設置します。 

 

【新規】まちなか芸術祭事業（再掲） ４，５００千円 
鯖江市の地域資源である歴史・文化を、幅広い世代につなげていくため、鯖江市で生まれ育っ

たとされる近松門左衛門の生誕３７０年を記念して、近松作品をはじめとした「人形劇フェ

ス」を開催します。 
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鯖江市が進める「ブランド戦略」とは、「鯖江市といえば」を定義し、認知してもらうた

めの長期的な実践活動のことです。 

鯖江市は、これまで「市民主役」「ものづくりの推進」「オープンデータ」「SDGｓの推

進」といった先進的な取組を数多く行ってきました。これらの取組に共通する、鯖江市が誇

る自分たちの「芯」とは何かを考えたとき、「鯖江市には、生業や暮らし、まちを自分たち

で『つくる文化』がある」という考えにたどり着きました。 

 令和５年度は、「めがねのまちさばえ」を内外にプロモーションしていくことに加え、

「つくる、さばえ」というキーワードで鯖江市の取組を結び付けながら、ブランディングを

推し進めることで、地域ブランド力の向上に努めます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

  

鯖江市が進める「ブランド戦略」とは？ 

【新規】デザイン経営セミナー事業（再掲） ３，０００千円 

越前市と連携し、持続可能な地場産業の確立を目的に、デザイン思考を活かした経営マインドの醸成を図

るスクールを開講します。 

 

キーワードは「つくる、さばえ」 

～「つくる、さばえ」と集う人材のイメージ～ 

ブランドがまちの価値を外部に伝え、結果として創造的な人材が「鯖江市っていいな」と感じるように

なる。訪れた人は「つくる」を生み出し、それがさらに次の人材を呼ぶ好循環に繋がります。 

このような循環を目指して実施する鯖江市の令和５年度の事業を、5 つの「つくる」でご紹介します。 

① 例えば ものづくり では… 

【新規】市民主役フェス開催事業（再掲） ２，０００千円 

「市民主役のまちづくり」の見える化を継続し、新たな市民層にアプローチする事業として「市民主役アワ

ード」や「市民主役デザイン展」を開催します。 

【拡充】クリエイティブ教育都市事業（再掲） １，３３１千円 

児童のプログラミング技術習得を支援するため、小学校において専用パソコンを利用したプログラミングクラブを

開催します。またモデル校１校を選定し、さらに発展的なプログラミング学習を行うための講座を開催します。 

 

 

【新規】地域ブランド推進事業（再掲） ５，９００千円 

「つくる、さばえ」をキーワードとした鯖江市ブランド戦略を、市内外へ発信し、市民理解を進めながら、市内

に様々な分野のイノベーターが集う拠点づくりや、職員向けのスキル・レベルアップ事業を実施します。 

【新規】選ばれるまちさばえの職員採用プロジェクト ３，０６８千円 

職員採用専用の WEB サイトを立ち上げるとともに、人材戦略アドバイザーによるキャリアデザインセミナーの

開催や夏休み期間のインターンシップの募集などを通して将来の鯖江市を担う人材の採用を目指します。 

 

② 例えば まちづくり では… 

③ 例えば ひとづくり では… 

④ 例えば ことづくり では… 

⑤ 例えば 支え手づくり では… 
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鯖江市の公共施設の多くは、昭和５３年から６１年をピークに建設されており、全体の６

割以上が築３０年以上を経過していることから、計画的な改修が必要です。 

令和５年度の当初予算では、下記の公共施設の大規模改修を予定しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
  

公共施設の大規模改修 

 
 
中河保育所調理室改修工事・屋上防水工事 ２４，２００千円 
中河保育所調理室の空調、照明、厨房機器等の改修および屋上の防水工事を行います。 

 

立待保育所トイレ改修工事 ３，６００千円 
立待保育所のトイレの改修工事を行います。 

 

石田児童センター大規模改修工事 ９０，０００千円 
石田児童センターの外壁、給排水設備、トイレ、空調等の改修工事を行います。 

 
 
 
文殊山登山口トイレ整備工事 ２２，７２０千円 
文殊山登山口の公衆トイレの建て替えを行います。 

 

 
 
定次団地Ａ棟改修工事 ２２，０００千円 
令和４年～７年度にかけて計画的に定次団地Ａ～Ｄ棟の改修工事を行っています。令和５

年度はＡ棟の外壁改修およびベランダ防水工事を行います。 

 

 
 
新横江公民館大規模改修工事 ２３５，４００千円 
令和５～６年度の２か年で新横江公民館の屋根、外壁、照明、消防設備、トイレ、電話設

備、空調設備等の大規模改修を行います。（総事業費３４５，４００千円） 

 

神明公民館エレベータ改修工事 １９，２５０千円 
神明公民館のエレベータ改修工事を行います。 

 

河和田公民館照明改修工事 ３，４５０千円 
河和田公民館３階ホール照明のＬＥＤ化改修工事を行います。 

 
 
 
河和田体育館照明設備改修工事 ２０，０００千円 
河和田体育館の照明設備を改修します。 

 

立待体育館外部改修工事 ５０，０００千円 
立待体育館の屋上防水工事、外壁改修工事を行います。 

 
 
 
文化の館消防設備改修工事 １１，０００千円 
文化の館の消防設備改修工事を行います。 

 

 
 

文化施設 

公民館 

体育施設 

市営住宅 

観光施設 

保育・幼児施設 
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＊令和４年度および令和５年度は当初予算計上額 

 

 

 
 市債の当初予算計上額の比較                   (単位：千円・％) 

区  分 令和５年度 令和４年度 増減額 伸率 

市  債 1,670,600 2,035,700 △365,100 △17.9 

 普通建設事業債 1,481,600 1,135,700 345,900 30.5 

 臨時財政対策債 189,000 900,000 △711,000 △79.0 

景気の動向が、新型コロナウイルス感染症の影響から緩やかに回復していることを考慮

し、昨年度から３億４,８００万円増額し、９６億１,７００万円としました。 

・普通交付税  ４４億円  

令和４年度決算見込みおよび国の「令和５年度地方財政計画」を考慮し、４４億円（対

前年度当初予算比３億円増）を見込みました。 
 
・特別交付税   ７億８,０００万円 

前年度同額を見込みました。 

 

臨時財政対策債（１億８,９００万円）を加えた実質的な交付税は５３億６,９００万円（対

前年度当初予算比４億１,１００円減）となりました。 

５ 歳入のポイント 

市税収入  ９６億１,７００万円 (３億４,８００万円増、３.８％) 

地方交付税 ５１億８,０００万円 (３億円増、６.１％) 

市債   １６億７,０６０万円 (３億６,５１０万円減、△１７.９％) 
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「さばえの魅力」を全国各地に広く発信 
 

 

 

 

(１）歳入の内訳 
 
     (単位：千円・％) 

区   分 
令和５年度 令和４年度 

増減額 増減率 
当初予算額 構成比 当初予算額 構成比 

市     税 9,617,000 34.0 9,269,000 34.1 348,000 3.8 

地 方 譲 与 税 249,000 0.9 261,000 1.0 △12,000 △4.6 

利 子 割 交 付 金 3,900 0.0 10,000 0.0 △6,100 △61.0 

配 当 割 交 付 金 57,000 0.2 52,000 0.2 5,000 9.6 

株式等譲渡所得割交付金 42,000 0.2 61,000 0.2 △19,000 △31.1 

法 人 事 業 税 交 付 金 192,000 0.7 150,000 0.6 42,000 28.0 

地 方 消 費 税 交 付 金 1,732,000 6.1 1,689,000 6.2 43,000 2.5 

ゴルフ場利用税交付金 500 0.0 1,000 0.0 △500 △50.0 

環 境 性 能 割 交 付 金 30,600 0.1 28,000 0.1 2,600 9.3 

地 方 特 例 交 付 金 80,000 0.3 70,000 0.3 10,000 14.3 

地 方 交 付 税 5,180,000 18.3 4,880,000 17.9 300,000 6.1 

交通安全対策特別交付金 10,000 0.0 10,000 0.0 0 0.0 

分 担 金 及 び 負 担 金 139,802 0.5 139,348 0.5 454 0.3 

使 用 料 及 び 手 数 料 297,856 1.1 292,558 1.1 5,298 1.8 

国 庫 支 出 金 4,197,511 14.9 3,873,539 14.2 323,972 8.4 

県 支 出 金 2,567,137 9.1 3,039,203 11.2 △472,066 △15.5 

財 産 収 入 58,474 0.2 59,465 0.2 △991 △1.7 

寄 附 金 801,000 2.8 501,250 1.8 299,750 59.8 

繰 入 金 628,200 2.2 444,105 1.6 184,095 41.5 

繰 越 金 10,000 0.0 10,000 0.0 0 0.0 

諸 収 入 715,420 2.5 343,832 1.3 371,588 108.1 

市     債 1,670,600 5.9 2,035,700 7.5 △365,100 △17.9 

合 計 28,280,000 100.0 27,220,000 100.0 1,060,000 3.9 

 

６ 令和５年度 鯖江市一般会計当初予算の状況  

一般会計歳入の状況 
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（２） 歳入予算款別構成表(一般会計) 
 

（単位：千円・％） 

 

 

 

 

 
 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（３）歳入の概要 
 

自主財源は、市税、寄附金の大幅な増により、前年度当初予算と比較して１２億８１９ 

万円、１０.９％の増となり、自主財源が歳入に占める割合は４３.４％となりました。 

※自主財源：市税、分担金及び負担金、使用料及び手数料、財産収入、寄附金、繰入金、繰越金、 

諸収入で、市が自主的に徴収できる財源をいいます。 

（単位：千円・％） 

区分 

令和５年度（A） 令和４年度（B） 
比較 

(A)－(B) 
増減率 

当初予算額 
全歳入 

構成比 
当初予算額 

全歳入 

構成比 

1 市 税 9,617,000 34.0 9,269,000 34.1 348,000 3.8 

2 繰入金 628,200 2.2 444,105 1.6 184,095 41.5 

3 諸収入 715,420 2.5 343,832 1.3 371,588 108.1 

4 その他 1,307,132 4.6 1,002,621 3.6 304,511 30.4 

自主財源計 12,267,752 43.4 11,059,558 40.6 1,208,194 10.9 

 

依存財源 
16,012,248 
（56.6) 

自主財源 
12,267,752 

  （43.4） 

地方交付税 
 5,180,000 
   (18.3) 

 市税 
  9,617,000  
   （34.0） 

地方譲与税 
   249,000（0.9） 
利子割交付金 
      3,900（0.0） 
配当割交付金 
    57,000（0.2） 
株式等譲渡所得割交付金 
    42,000（0.2） 
法人事業税交付金 
   192,000（0.7） 
地方消費税交付金 
  1,732,000（6.1） 
ゴルフ場利用税交付金 
       500（0.0） 

環境性能割交付金 

     30,600（0.1） 
地方特例交付金 
    80,000（0.3） 
交通安全対策特別交付金 
    10,000（0.0） 

市債 
1,670,600 
 （5.9） 

国庫支出金 
4,197,511 

（14.9） 
県支出金 

2,567,137（9.1） 

分担金及び 

負担金 
139,802（0.5） 

総 額 

28,280,000 

（100.0） 

諸収入 
715,420（2.5） 

使用料及び手数料 
297,856（1.1） 

繰入金 
 628,200（2.2） 
繰越金 
  10,000（0.0） 

寄附金 
 801,000（2.8） 
財産収入 
  58,474（0.2） 
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（４）市 税 
 

新型コロナウイルス感染症の影響受けた前年度に比べて景気が緩やかに回復しているこ

とから、個人・法人市民税ともに増加を見込み、前年度当初予算比で、個人市民税は１.８％

の増、法人市民税は２０.７％の増で計上しました。 

（単位：千円・％） 

区分 令和５年度  令和４年度  増減額 増減率 

個人市民税 

現 年 課 税 分 3,699,000 3,621,000 78,000 2.2 

滞 納 繰 越 分 33,000 44,000 △11,000 △25.0 

計 3,732,000 3,665,000 67,000 1.8 

法人市民税 

現 年 課 税 分 707,000 584,000 123,000 21.1 

滞 納 繰 越 分 2,500 4,000 △1,500 △37.5 

計 709,500 588,000 121,500 20.7 

固定資産税 

土 地 (現 年 課 税 分 ) 1,260,000 1,249,000 11,000 0.9 

家 屋 (現 年 課 税 分 ) 2,044,000 1,964,000 80,000 4.1 

償却資産(現年課税分) 570,000 547,000 23,000 4.2 

その他(現年課税分) 8,000 9,000 △1,000 △11.1 

現 年 課 税 分  小 計 3,882,000 3,769,000 113,000 3.0 

滞 納 繰 越 分 51,000 85,000 △34,000 △40.0 

計 3,933,000 3,854,000 79,000 2.0 

軽自動車税、市たばこ税、入湯税、都市計画税  1,242,500 1,162,000 80,500 6.9 

合計 9,617,000 9,269,000 348,000 3.8 

 

（５）地方交付税 
 

普通交付税は前年度と比較して３億円の増、特別交付税は前年度同額で見込みました。 

（単位：千円・％）  

区分 令和５年度 令和４年度 増減額 増減率 

普通交付税 ４,４００,０００ ４,１００,０００ ３００,０００ ６.１ 

特別交付税 ７８０,０００ ７８０,０００ ０ ０.０ 

合計 ５,１８０,０００ ４,８８０,０００ ３００,０００ ６.１ 

 

（６）国庫支出金 
 

国庫支出金は、新型コロナウイルスワクチン接種体制確保事業費補助金の増等により、 

前年度当初予算と比較して８.４％の増で計上しました。 

（単位：千円・％）   
令和５年度 令和４年度 増減額 増減率 

４,１９７,５１１ ３,８７３,５３９ ３２３,９７２ ８.４ 
 
【主な増減内訳】 

・新型コロナウイルスワクチン接種体制確保事業費補助金  100,000千円→274,169千円（  174,169千円） 

・新型コロナウイルスワクチン接種対策費負担金 100,000千円→185,700千円（   85,700千円） 

・出産・子育て応援交付金              0千円→ 45,296千円（   45,296千円） 

・文化財保存整備事業費補助金           28,500千円→  6,306千円（△ 22,194千円） 

・保育士等処遇改善臨時特例交付金      43,000千円→   0千円（△ 43,000千円） 
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（７）県支出金 
 

県支出金は、食品産業の輸出向け施設整備事業費補助金の減等により、前年度当初予算と

比較して１５.５％の減で計上しました。 

（単位：千円・％）  

令和５年度 令和４年度 増減額 増減率 

２,５６７,１３７ ３,０３９,２０３ △４７２,０６６ △１５.５ 
 
【主な増減内訳】 

・次世代育成支援対策施設整備交付金       0千円→30,000千円（  30,000千円） 

・稼ぐ観光地づくり応援プロジェクト事業費補助金      0千円→23,300千円（   23,300千円） 

・集落基盤整備事業費補助金           84,000千円→70,000千円（△ 14,000千円） 

・参議院議員選挙委託金                24,000千円→     0千円（△ 24,000千円） 

・食品産業の輸出向け施設整備事業費補助金  500,000千円→     0千円（△500,000千円） 

 

（８）繰入金 
 

繰入金は、財政調整基金繰入金の増により、前年度当初予算と比較して４１.５％の増で

計上しました。 

（単位：千円・％） 

令和５年度 令和４年度 増減額 増減率 

６２８,２００ ４４４,１０５ １８４,０９５ ４１.５ 
 
【主な増減内訳】 

・財政調整基金繰入金        290,000千円→  423,000千円（  133,000千円） 

・減債基金繰入金          150,000千円→  200,000千円（   50,000千円） 

 

（９）市 債 
 

普通建設事業債は、平成３０年度発行の元気さばえっ子・ゆめみらい債の借換債分２億円

も含み１４億８,１６０万円を計上しました。 

臨時財政対策債は、１億８,９００万円を計上しました。 

（単位：千円・％） 

令和５年度 令和４年度 増減額 増減率 

１,６７０,６００ ２,０３５,７００ △３６５,１００ △１７.９ 

 

・普通建設事業債         1,135,700千円→ 1,481,600千円（  345,900千円） 

・臨時財政対策債           900,000千円→   189,000千円（△711,000千円）   
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（１）目的別内訳 
 

    (単位：千円・％) 

区    分 
令和５年度 令和４年度 

増減額 増減率 
当初予算額 構成比 当初予算額 構成比 

議 会 費 244,612 0.9 238,571 0.9 6,041 2.5 

総 務 費 2,935,328 10.4 2,885,301 10.6 50,027 1.7 

民 生 費 10,615,777 37.5 10,271,175 37.7 344,602 3.4 

衛 生 費 3,258,134 11.5 2,723,201 10.0 534,933 19.6 

労 働 費 61,393 0.2 75,151 0.3 △13,758 △18.3 

農 林 水 産 業 費 1,058,564 3.7 1,607,347 5.9 △548,783 △34.1 

商 工 費 879,048 3.1 654,256 2.4 224,792 34.4 

土 木 費 2,851,917 10.1 2,721,754 10.0 130,163 4.8 

消 防 費 878,164 3.1 878,944 3.2 △780 △0.1 

教 育 費 2,818,282 10.0 2,479,342 9.1 338,940 13.7 

公 債 費 2,658,781 9.4 2,664,958 9.8 △6,177 △0.2 

予 備 費 20,000 0.1 20,000 0.1 0 0 

合 計 28,280,000 100.0 27,220,000 100.0 1,060,000 3.9 

 

  

一般会計歳出(目的別)の状況 
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（２）歳出予算目的別構成表(一般会計) 
 

   

 

 
（単位：千円・％） 

 

 

  
議会費 

244,612（0.9） 

総務費 
 2,935,328 
    （10.4） 

民生費 
10,615,777 

   （37.5） 

衛生費 
 3,258,134 

    （11.5） 

労働費 
61,393（0.2） 

農林水産業費 
1,058,564（3.7） 

商工費 
879,048（3.1） 

 土木費 
  2,851,917  
    （10.1） 

消防費 
878,164（3.1） 

 教育費 
  2,818,282  
   （10.0） 

  
公債費 

2,658,781（9.4） 
予備費 
     20,000（0.1） 

総 額 

28,280,000 

（100.0） 
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（３）目的別の概要 
 

一般会計の歳出の内訳を目的別にみると、広域衛生施設組合負担金の増、新型コロナウイル

スワクチン接種対策費の増により衛生費が、公民館施設整備費の増により教育費がそれぞれ増

加しました。 
一方、食品産業の輸出向け施設整備費補助金の皆減、土地改良事業費（県補助）の減により

農林水産業費が減少しました。 

 

（４）目的別の状況 
 
① 議会費 

・議会運営諸経費              23,860 千円→   26,010 千円（    2,150 千円） 

 

② 総務費 

・ふるさと納税推進事業費     250,000 千円→  400,000 千円（ 150,000 千円） 

・選挙事務諸経費                      0 千円→   31,455 千円（  31,455 千円） 

・デジタル行政整備事業費         80,444 千円→  104,977 千円（   24,533 千円） 

・退職手当費                  258,938 千円→  82,205 千円（△176,733 千円） 

 

③ 民生費 

・新型コロナウイルス・物価高騰対策費      1,500 千円→  137,600 千円（  136,100 千円） 

（子育て世帯物価高騰対策給付金事業）           

・児童センター施設整備費         0 千円→   96,750 千円（  96,750 千円） 

・施設生活支援事業費         1,393,000 千円→1,460,000 千円（  67,000 千円） 

・生活保護扶助費                 271,300 千円→  245,000 千円（△ 26,300 千円） 

・保育士等処遇改善臨時特例事業費補助金    30,000 千円→       0 千円（△ 30,000 千円） 

 

④ 衛生費 

・広域衛生施設組合負担金         790,148 千円→  987,241 千円（  197,093 千円） 

・新型コロナウイルスワクチン接種対策費 100,000 千円→  239,700 千円（  139,700 千円） 

・新型コロナウイルスワクチン接種体制確保事業費  100,000 千円→  220,169 千円（  120,169 千円） 

・出産・子育て応援事業費            0 千円→   68,806 千円（   68,806 千円） 

・環境まちづくり推進事業費        20,873 千円→    7,936 千円（△ 12,937 千円） 

 

⑤ 労働費 

・労働者生活安定資金等預託金   34,410 千円→  22,101 千円（△ 12,309 千円） 

 

⑥ 農林水産業費 

・農林業体験実習館等管理運営費      454 千円→  12,937 千円（  12,483 千円） 

・農業集落排水事業会計補助金   107,000 千円→  117,000 千円（   10,000 千円） 

・県営事業負担金         214,291 千円→  192,323 千円（△ 21,968 千円） 

・土地改良事業費（県補助）    153,800 千円→  130,300 千円（△ 23,500 千円） 

・食品産業の輸出向け施設整備費補助金   500,000 千円→      0 千円（△500,000 千円） 

 

⑦ 商工費 

・中小企業資金等預託金               0 千円→ 269,553 千円（ 269,553 千円） 

・観光誘客事業費                14,830 千円→   63,378 千円（   48,548 千円） 

・新型コロナウイルス・物価高騰対策費     60,000 千円→        0 千円（△ 60,000 千円） 

（越前漆器購入緊急支援事業） 
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⑧ 土木費 

・水道事業会計繰出金                 430 千円→  144,162 千円（  143,732 千円） 

・河川維持補修費                31,380 千円→   52,680 千円（   21,300 千円） 

・道路維持補修費            145,800 千円→  164,064 千円（   18,264 千円） 

・県営事業負担金               48,890 千円→  20,220 千円（△ 28,670 千円） 

 

⑨ 消防費 

・消防組合負担金         872,093 千円→  871,211 千円（△   882 千円） 

 

⑩ 教育費 

・公民館施設整備費              14,100 千円→  290,586 千円（  276,486 千円） 

・中学校副食委託事業費          128,000 千円→ 169,747 千円（  41,747 千円） 

・体育施設整備費（補助）          25,500 千円→  52,000 千円（   26,500 千円） 

・文化財保存整備事業費（補助）   57,000 千円→   12,615 千円（△ 44,385 千円） 

・新型コロナウイルス・物価高騰対策費   115,775 千円→  52,965 千円（△ 62,810 千円） 

 （小中学校給食費補助事業） 

 

⑪ 公債費 

・市債定時償還元金       2,564,424 千円→2,563,910 千円（△    514 千円） 

・市債定時償還利子         97,197 千円→   91,425 千円（△  5,772 千円） 
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（１）性質別内訳 
 

      (単位：千円・％) 

区  分 
令和５年度 令和４年度 

増減額 増減率 
当初予算額 構成比 当初予算額 構成比 

人 件 費 4,109,774 14.5  4,202,072 15.4 △92,298 △2.2 

物 件 費 4,010,256 14.2  3,509,289 12.9 500,967 14.3 

維 持 補 修 費 731,974 2.6  676,506 2.5 55,468 8.2 

扶 助 費 7,029,966 24.9  6,775,100 24.9 254,866 3.8 

補 助 費 等 6,006,908 21.2  6,212,876 22.8 △205,968 △3.3 

 
うち一部事務組合

負担金 
3,266,068 11.5 2,906,083 10.7 359,985 12.4 

公 債 費 2,658,781 9.4 2,664,958 9.8 △6,177 △0.2 

普 通 建 設 事 業 費 1,879,341 6.6 1,589,859 5.8 289,482 18.2 

 

補 助 事 業 473,529 1.7 492,430 1.8 △18,901 △3.8 

単 独 事 業 1,138,421 4.0 774,862 2.8 363,559 46.9 

県営事業負担金 265,791 0.9 315,757 1.2 △49,966 △15.8 

国直轄事業負担金 1,600 0.0 6,810 0.0 △5,210 △76.5 

積 立 金 18,800 0.1  21,700 0.1 △2,900 △13.4 

貸 付 金 292,194 1.0  35,670 0.1 256,524 719.2 

繰 出 金 1,522,006 5.4  1,511,970 5.6 10,036 0.7 

予 備 費 20,000 0.1  20,000 0.1 0 0.0 

合 計 28,280,000 100.0 27,220,000 100.0 1,060,000 3.9 

 

  

一般会計歳出(性質別)の状況 
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（２） 歳出予算性質別構成表(一般会計) 
 

 

 
  （単位：千円・％） 

 

 

 

 

義務的経費 
13,798,521 
  （48.8） 

消費的経費 
10,749,138 

 （38.0） 

総 額 

28,280,000 

（100.0） 

人件費 
4,109,774 

（14.5） 

扶助費 
7,029,966 
  （24.9） 

公債費 
2,658,781 
 （9.4） 

 物件費 
 4,010,256  
   （14.2） 

 補助費等 
 6,006,908 
  （21.2） 

繰出金 
1,522,006（5.4）  

予備費 
     20,000（0.1） 

普通建設事業費 
  1,879,341（6.6） 

維持補修費 
 731,974（2.6） 

積立金 
    18,800（0.1） 
貸付金 

292,194（1.0） 

投資的経費 
 1,879,341（6.6） 

 その他の経費 
  1,853,000（6.6） 
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（３）性質別の概要 
 

一般会計の歳出の内訳を性質別にみると、義務的経費では子育て世帯物価高騰対策給付金

事業など扶助費の増により、前年度当初予算と比較して１億５,６３９万円、１.１％の増と

なりました。 

投資的経費は、公民館施設整備費、児童センター施設整備費等の増により、前年度と比較

して２億８,９４８万円、１８.２％の増となりました。 

その他の経費は、新型コロナウイルスワクチン接種体制確保事業費等の増により、前年度と

比較して６億１,４１３万円、５.１％の増となりました。 

 

（４）性質別の状況 
 

（単位：千円・％） 

区 分 
令和５年度 (A) 令和４年度 (B) 比 較 

(A)－(B) 
伸 率 

予算額 構成比 予算額 構成比 

1  人  件  費 4,109,774 14.5 4,202,072 15.4 △92,298 △2.2 

2  扶  助  費 7,029,966 24.9 6,775,100 24.9 254,866 3.8 

3  公  債  費 2,658,781 9.4 2,664,958 9.8 △6,177 △0.2 

義務的経費計 13,798,521 48.8 13,642,130 50.1 156,391 1.1 

投 資 的 経 費 
(普通建設事業費等) 

1,879,341 6.6 1,589,859 5.8 289,482 18.2 

そ の 他 の 経 費 

（物件費等） 
12,602,138 44.6 11,988,011 44.1 614,127 5.1 

合 計 28,280,000 100.0 27,220,000 100.0 1,060,000 3.9 

 

① 人件費 
 

【会計年度任用職員以外の職員等】（正規職員、特別職、議員等）  （単位：千円・％） 

区 分 令和５年度 令和４年度 増減額 増減率 

人件費(一般会計) 2,829,914 3,009,485 △179,571 △6.0 

人件費(全会計) 3,094,110 3,260,356 △166,246 △5.1 

うち退職手当 

（退職見込数） 

76,752 

（4人） 

257,402 

（13人） 
△180,650 △70.2 

退職手当を除いた人件費 3,017,358 3,002,954 14,404 0.5 

 

【会計年度任用職員】 

区 分 令和５年度 令和４年度 増減額 増減率 

人件費(一般会計) 1,279,860 1,192,587 87,273 7.3 

人件費(全会計) 1,314,895 1,226,785 88,110 7.2 

 

〔職員数〕 

区 分 
正規職員（特別職を含む） 会計年度任用職員 

令和５年度 令和４年度 増減数 令和５年度 令和４年度 増減数 

一般会計 377人 370人 7人 527人 533人 △6人 

特別会計 23人 23人 0人 19人 19人 0人 

企業会計 14人 14人 0人 0人 0人 0人 

合 計 414人 407人 7人 546人 552人 △6人 
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② 扶助費 

新型コロナウイルス・物価高騰対策費（子育て世帯物価高騰対策給付金事業）の増や、施設

生活支援事業費の増により、対前年度比２億５,４８７万円、３.８％の増で計上しました。 

（単位：千円・％） 

令和５年度 令和４年度 増減額 増減率 

７,０２９,９６６ ６,７７５,１００ ２５４,８６６ ３.８ 

 
③  公債費 

市債定時償還利子の減等により、対前年度比６１８万円、０.２％の減で計上しました。 

（単位：千円・％） 

令和５年度 令和４年度 増減額 増減率 

２,６５８,７８１ ２,６６４,９５８ △６,１７７ △０.２ 

・市債定時償還元金  2,564,424千円 → 2,563,910千円（△  514千円） 

・市債定時償還利子     97,197千円 →    91,425千円（△  5,772千円） 

 

④  普通建設事業費 

公民館施設整備費、児童センター施設整備費等の増により、対前年度比２億８,９４８ 

万円、１８.２％の増で計上しました。 

（単位：千円・％） 

令和５年度 令和４年度 増減額 増減率 

１,８７９,３４１ １,５８９,８５９ ２８９,４８２ １８.２ 

 
〔主な増減要因〕 

【補助事業】                              （単位：千円） 

事 業 名 令和５年度 令和４年度 増減額 

体育施設整備費（補助） ５２,０００ ２５,５００ ２６,５００ 

公民館施設整備費（補助） ２０,０００ ０ ２０,０００ 

市営住宅ストック総合改善事業費 ２２,０００ ４２,０００ △２０,０００ 

文化財保存整備事業費（補助） １２,６１５ ５７,０００  △４４,３８５ 

 

【単独事業】                              （単位：千円） 

事 業 名 令和５年度 令和４年度 増減額 

公民館施設整備費 ２９０,５８６ １４,１００ ２７６,４８６ 

児童センター施設整備費 ９６,７５０ ０ ９６,７５０ 

急傾斜地崩壊対策事業費 ０ １８,０００ △１８,０００ 

土地改良事業費（県補助） １３０,３００ １５３,８００ △２３,５００ 

 

⑤  物件費 

新型コロナウイルスワクチン接種体制確保事業費および新型コロナウイルスワクチン接

種対策費等の増により、対前年度比５億９７万円、１４.３％の増で計上しました。 

（単位：千円・％） 

令和５年度 令和４年度 増減額 増減率 

４,０１０,２５６ ３,５０９,２８９ ５００,９６７ １４.３ 
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⑥ 維持補修費 

河川維持補修費や道路維持補修費の増等により、対前年度比５,５４７万円、８.２％の増

で計上しました。 

（単位：千円・％） 

令和５年度 令和４年度 増減額 増減率 

７３１,９７４ ６７６,５０６ ５５,４６８ ８.２ 

 
⑦ 補助費等 

食品産業の輸出向け施設整備費補助金の減等により、対前年度比２億５９７万円、３.３％

の減で計上しました。 
（単位：千円・％） 

令和５年度 令和４年度 増減額 増減率 

６,００６,９０８ ６,２１２,８７６ △２０５,９６８ △３.３ 

 
〔主な負担金〕                          （単位：千円） 

事 業 名 令和５年度 令和４年度 増減額 

消防組合負担金 ８７１,２１１ ８７２,０９３ △８８２ 

広域衛生施設組合負担金 ９８７,２４１ ７９０,１４８ １９７,０９３ 

公立丹南病院組合負担金 ２８１,４９６ ２５４,９１５ ２６,５８１ 

福井県丹南広域組合負担金 ２５３,９７３ ２７２,２３７ △１８,２６４ 

 
⑧ 繰出金 

国民健康保険事業特別会計への繰出金の増等により、対前年度比１,００４万円、０.７％

の増で計上しました。 

（単位：千円・％） 

令和５年度 令和４年度 増減額 増減率 

１,５２２,００６ １,５１１,９７０ １０,０３６ ０.７ 

 

〔主な繰出金〕                             （単位：千円） 
会 計 名 令和５年度 令和４年度 増減額 

国民健康保険事業特別会計への繰出金 ４５２,６７３ ４４７,１１４ ５,５５９ 

後期高齢者医療特別会計への繰出金 １７７,０２２ １７７,４７２ △４５０ 

介護保険事業特別会計への繰出金 ８９０,６１０ ８８５,６８０ ４,９３０ 

   
⑨ 積立金 

森林環境譲与税基金積立金等の減により、対前年度比２９０万円、１３.４％の減で計上

しました。 

（単位：千円・％） 

令和５年度 令和４年度 増減額 増減率 

１８,８００ ２１,７００ △２,９００ △１３.４ 

・森林環境譲与税基金積立金   8,900千円 →  6,500千円（△ 2,400千円） 

・教育振興基金積立金       600千円 →   100千円（△  500千円） 

 

⑩ 貸付金 

中小企業資金等預託金等の増により、対前年度比２億５,６５２万円、７１９.２％の増で

計上しました。 

（単位：千円・％） 

 

令和５年度 令和４年度 増減額 増減率 

２９２,１９４ ３５,６７０ ２５６,５２４ ７１９.２ 
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   (単位：千円) 

基 金 名 
令和３年度末 

現 在 高 

令和４年度中移動 令和４年度末 

見 込 額 

令和５年度中移動 令和５年度末 

見 込 額 積立額 取崩額 積立額 取崩額 

一 

般 

会 

計 

財政調整基金 3,252,900 672,300 738,600 3,186,600 8,000 423,000 2,771,600 

減 債 基 金 729,600 100 150,000 579,700 100 200,000 379,800 

公 共 施 設 等 

整 備 基 金 
890,000 110,000  1,000,000   1,000,000 

温 泉 施 設 

整 備 基 金 
139,000   139,000   139,000 

企業版ふるさと

納 税 基 金 
― 1,200  1,200  1,200 0 

市民協働まち

づ く り 基 金 
11,650 10,000 4,105 17,545  4,000 13,545 

安 全 ・ 安 心 

防 災 基 金 
5,000 2,500  7,500 2,500  10,000 

福 祉 基 金 309,310 1,500  310,810 1,500  312,310 

育てやすいまち

づ く り 基 金 
50,000 50,000  100,000   100,000 

森 林 環 境 

譲 与 税 基 金 
19,820 8,900  28,720 6,500  35,220 

ふるさと水と土

保 全 対 策 基 金 
11,240 50  11,290 50  11,340 

公園整備等基金 326,850 50  326,900 50  326,950 

教育振興基金 111,200 100,600  211,800 100  211,900 

計 5,856,570 957,200 892,705 5,921,065 18,800 628,200 5,311,665 

特

別

会

計 

国 民 健 康 

保 険 基 金 
314,330 10 14,000 300,340 10 50,000 250,350 

介護保険基金 581,510 350 66,000 515,860 100 40,000 475,960 

計 895,840 360 80,000 816,200 110 90,000 726,310 

 

合   計 

 

6,752,410 957,560 972,705 6,737,265 18,910 718,200 6,037,975 

 

７ 令和５年度鯖江市当初予算における基金現在高 
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(単位：千円) 

区 分 
令和３年度末 

現 在 高 

令和４年度末 

現在高見込額 

令和５年度中増減見込額 

(当初予算ベース) 令和５年度末 

現在高見込額 借 入 

見込額 

元金償還 

見 込 額 

一般会計 25,170,456 24,779,432 1,670,600 2,563,909 23,886,123 

 

うち普通債等 13,618,102 13,844,554 1,481,600 1,610,100 13,716,054 

うち臨財債 11,552,354 10,934,878 189,000 953,809 10,170,069 

企業会計 22,216,630 21,074,190 962,300 1,964,920 20,071,570 

 

水道事業 3,211,832 3,219,480 200,000 205,744 3,213,736 

公共下水道 17,304,645 16,282,605 714,700 1,582,885 15,414,420 

農業集落 1,700,153 1,572,105 47,600 176,291 1,443,414 

合 計 47,387,086 45,853,622 2,632,900 4,528,829 43,957,693 

 

 

 

 

 
 

 

 

８ 令和５年度鯖江市当初予算における市債現在高 


